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自動車修理工場の水性塗料への転換が地球環境に貢献

年間1,400万ポンド分の排出量を削減

米国デュポン社（本社：デラウエア州ウィルミントン、会長兼最高経営責任者：チャールズ・O・ホリデー・ジュニア）は、10月13日（米国時間）、同社の環境データに基づき、世界30カ国以上にある数万カ所の自動車補修工場が従来の溶剤系塗料の代わりにデュポンの水性塗料に切り替えた結果、年間1,400万ポンド（6,350トン）の排出量が削減されていると発表しました。
　溶剤系塗料は、乾燥、硬化して塗膜を形成する際に揮発性有機化合物（VOC）などの物質を排出します。VOCは、地表にオゾンやスモッグを発生させる物質の一つです。自動車修理工場で使用される塗料の標準的な使用量に基づきデュポンの研究部門が試算したところ、水性塗料に切り替えることで、VOC排出量をほぼ1,000万ポンド（4,536トン）削減できることが明らかになりました。また、有害性大気汚染物質（HAP）の排出についても400万ポンド（1,814トン）以上の削減が可能となります。米国議会では、これまでに188以上のHAPについて、特定の状況下で人の健康や環境に悪影響をもたらし得る可能性を確認してきました。

　「水性塗料に切り替えた修理工場の割合がもっとも大きい地域はヨーロッパです。環境規制によって、以前からこうした製品の使用に対する要求があったからです」とデュポン　リフィニッシュシステムズ副社長兼ゼネラルマネージャーのジョン・G・マックールは語っています。「水性塗料への移行は、今後も規制の施行に伴い、カリフォルニア州、カナダ、韓国、香港およびその他の地域で大幅に増加すると予想されます」

　例えばカリフォルニア州の場合、2009年、大気汚染対策に最も積極的な2地域で厳しい排出規制が課されることになっています。自動車補修工場の経営者の中には、新たな規制によって塗装作業の遅れやコスト面での影響に不安を抱いている方がいるようです。しかし、水性塗料は少ない塗装回数で高品質な仕上がりを実現するため、大幅な時間短縮および塗料使用量削減が可能となります。　

　18年前、環境保全に関する目標を最初に公表した企業の一つであるデュポンは、持続可能性についての新しい公約の対象範囲を拡大し、環境負荷を削減するだけでなく、売上や研究開発への投資といった、市場から期待される目標も含めた新しい目標を発表しました。その目標は、ビジネスの成長、特に自動車、電気、包装など、グローバルでの主要な市場に対し、より安全で環境対応に優れた新製品の開発と直接結びついています。
　デュポンは、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供する企業です。創立は1802年、本社は米国デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界70カ国余りに拠点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出しています。
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